
小竹町建設工事競争入札参加者の格付及び選定要綱 

 （趣旨） 

第１条 この要綱は、小竹町が施工する建設工事の請負契約に係る競争入札に

参加する者に必要な資格（令和２年小竹町告示第４６号。以下「告示」とい

う。）に規定された競争入札に参加する建設業者（以下「業者」という。）

の資格の審査、等級別格付及び各等級ごとの発注の標準となる予定価格を定

め、小竹町が施工する建設工事の業者の選定について必要な事項を定めるも

のとする。 

 （用語の定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の定義は、当該各号に定め

るところによる。 

 ⑴ 町内業者 

  ア 法人の場合 町内に本店、本社等（建設業の許可申請等における主た

る営業所）を有し、代表者又は社員等が常勤している業者 

  イ 個人の場合 町内に代表者の住所及び事務所（建設業の許可申請等に

おける主たる営業所）を有している業者 

 ⑵ 準町内業者 

  ア 法人の場合 町内に支店、支社、営業所等（建設業の許可申請等にお

けるその他の営業所）を有し、入札契約権限等が委任され、事務員等が

常駐している業者及び町内に代表者が住所を有している業者 

 ⑶ 町外業者 前２号以外の業者 

 ⑷ 専門工事 建設業法（昭和２４年法律第１００号。以下「法」という。

第２条第１項の規定の別表に掲げる土木一式工事及び建築一式工事以外の

工事 

 ⑸ 建設業者 法第３条第１項の許可を受けている業者 

 （客観的事項の審査） 

第３条 告示第２⑴に規定する客観的事項の審査は、法第２７条の２３第１項

の規定による経営事項審査によるものとする。 

 （主観的事項の評定） 

第４条 告示第２⑴に規定する主観的事項の評定は、前年度における小竹町工

事の工事成績、信用度等により行うものとする。 

２ 前項の工事成績、信用度等の評定は、別に定める工事成績評定書によって

評定したものを工事の種類ごとに区分し、その平均点について、別表第１に

より算出して行うものとする。 

３ 前項の主観的事項の点数は、次の方法により算出した点数とする。 

 ⑴ 前年度に完成した工事成績評定書に基づき、希望業種ごとの評点数（完



成工事が２以上あるときは、その平均値（小数点以下切り捨て））により

算定する。 

 ⑵ 評点数６５点のときは、０点とする。 

 （総合的な判定） 

第５条 告示第２⑴に規定する競争入札参加者の資格に係る総合的な判定は、

第３条によって算出した客観的事項の審査の評点に、第４条によって算出し

た主観的事項の点数を加減した総合点数に過去の事業実績等を加味して格付

するものとする。 

 （格付） 

第６条 業者の等級別格付は、前条によって、算出した総合点数に基づいて、

別表第２により、格付するものとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、新規に入札参加資格審査申請書（以下「資格審

査申請書」という。）を提出する者は、等級を付与しない。 

３ 前年度から引き続き、資格審査申請書を提出し、格付されている者の昇格

又は降格は、第１項の規定にかかわらず、その者の現等級の直近上位又は下

位の等級に格付するものとする。 

４ 第４条の主観的事項の点数の増減により昇格又は降格される者の格付につ

いては、第１項の規定にかかわらず、小竹町工事請負業者指名委員会の審議

を経て格付するものとする。 

 （格付基準日） 

第７条 業者の等級別格付基準日は、毎年７月１日とする。 

 （業者の選定） 

第８条 業者の選定は、別表第３の予定価格に対応する等級に属する有資格者

の中から第１０条に規定する事項を考慮して行うものとする。 

２ 指名する業者の数は、別表第４に掲げるとおりとする。 

３ 当該工事の等級区分に対応する業者数が少数又は不足する場合は、第１項

の規定にかかわらず、工事成績が優れ、かつ、受注能力があると認められる

直近の上位又は下位（２階級）の等級に属する業者を選定することができる。 

４ 専門工事については、第１項の規定にかかわらず、等級外の業者を選定す

ることができる。 

５ 町内業者で新規に資格審査申請書を提出する者は、原則として提出日から

１年後の直後の等級別格付基準日から選定の対象とする。 

 （急施工事等） 

第９条 特に急施を要する工事又は特許その他特殊の技術、機械、資材等を要

する工事については、前条の規定にかかわらず、適応する業者を選定するこ

とができる。 



 （選定における勘案事項） 

第１０条 業者の選定をしようとするときは、次の各号に掲げる事項を勘案し

て行うものとする。 

 ⑴ 経営及び信用状態 

 ⑵ 不誠実な行為の有無 

 ⑶ 工事の実績及び適正能力 

 ⑷ 手持ち工事の有無 

 ⑸ 地域性及び経済性 

 ⑹ 現場説明会及び入札時の無届欠席者 

 ⑺ 経営規模等評価結果通知書、総合評定値通知書の有無 

２ 小竹町が発注する事業の入札において、４月末日（勤務を要しない日であ

ればその前日）までに、次回の競争入札参加資格審査申請書が提出されてい

ない町内・準町内業者は、５月・６月に行う競争入札に参加させないことと

する。 

３ 小竹町が発注する事業の入札において、法人及び法人の代表者又は個人の

名義で、前年度までの町税、その他小竹町に納付すべきもの全てが完納して

いなければ指名しないものとする。ただし、納付誓約書が取り交わされてい

る場合については、この限りではない。 

４ 暴力団関係として、警察等捜査機関又は関係官庁からの通知があり、指名

の対象とすることが適当でないと認められる者は、指名しないものとする。 

 （指名の順位） 

第１１条 指名の順位は、町内業者を第１順位とし、準町内業者を第２順位、

町外業者を第３順位とする。 

２ 上水道に係る水道施設工事、管工事の業者の指名は、小竹町水道事業指

定給水装置工事事業者の中から格付に応じ、優先して選定するものとす

る。 

 （指名停止） 

第１２条 工事の適正な施工を確保するため、別に定めるところにより、指名

停止を行うことができる。 

 （委任） 

第１３条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。 

   附 則 

１ この要綱は、平成７年７月１日から施行する。 

２ 小竹町建設工事指名競争入札参加者の資格及び指名基準等に関する要綱は、

廃止する。 

   附 則 



 この要綱は、平成１２年７月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成１３年７月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成１４年５月１０日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成１４年７月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成１５年７月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成１８年７月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成１８年１１月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成２１年７月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成２４年７月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成２５年７月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成２６年７月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成２８年７月１日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、平成３０年１月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成３０年７月１日から施行する。 

   附 則 

 この訓令は、令和元年７月１日から施行する。 

   附 則 

 この訓令は、令和２年７月１日から施行する。 

   附 則 

 この訓令は、令和３年７月１日から施行する。 
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別表第２（第６条関係） 

等 級 別 格 付 基 準 表 

等級 土木一式工事 建築一式工事 専 門 工 事 

Ａ ７２０点以上 ７２０点以上 ５８０点以上 

Ｂ 
７１９点以下 ７１９点以下 

５７９点以下 
６００点以上 ６００点以上 

Ｃ ５９９点以下 ５９９点以下  

 

 

別表第３（第８条関係） 

等 級 別 発 注 基 準 表 

等級 
土木一式工事 

予 定 金 額 

建築一式工事 

予 定 金 額 

専 門 工 事 

予 定 金 額 

Ａ 45,000,000円以上 45,000,000円以上 20,000,000円以上 

Ｂ 
45,000,000円未満 45,000,000円未満 

20,000,000円未満 
10,000,000円以上 10,000,000円以上 

Ｃ 10,000,000円未満 10,000,000円未満  

 

 

別表第４（第８条関係） 

等 級 別 指 名 業 者 数 

等級 土木一式工事 建築一式工事 専 門 工 事 

Ａ ３社以上 ３社以上 ３社以上 

Ｂ ３社以上 ３社以上 ３社以上 

Ｃ ３社以上 ３社以上  

 


